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令和 5年度現役世代向けアンケート調査 結果報告書 

 

Ⅰ 調査の概要および回答者の属性 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

この調査は、市政と関わる機会が比較的少ないと考えられる現役世代（30～59 歳）のうち、無作為に

抽出された市民に Web アンケートの回答を依頼し、この世代の市民のニーズや行政に対する意識を把

握するため、調査を行うものである。 

 

（２）調査の項目 

①国立市に住んでいる理由や定住意向について 

②日常生活における満足度や関心について 

③市政との関わりや行政に期待することについて 

 

（３）調査の設計 

①調査区域   国立市全域 

②調査対象   国立市在住の満 30歳以上 59歳以下の男女 

         ただし、令和 5 年度に実施した第 15回市民意識調査の対象となった者を除く 

③標本数    1,000 人 

④標本抽出方法 住民基本台帳に基づく単純無作為抽出 

⑤調査方法   対象者に郵送で通知し、Webアンケートフォームによる回答 

⑥調査期間   令和６年 3月 15日（金）～令和６年 3 月 31 日（日） 

 

（４）回収結果 

①配布数    1,000 件 

②有効回収数  339 件 

③有効回収率  33.9％ 

 

（５）この報告書の留意点 

①図表中の「ｎ」は、各質問の回答数を示す。 

②回答の比率（％）は、ｎを基数として算出し、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位

まで示した。したがって、選択肢の中から１つの回答を選ぶ質問であっても、すべての選択肢の比

率の合計が 100.0％にならない場合がある。 

③選択肢の中から複数の回答を選んでもよい質問では、各質問文の末尾に「（複数選択可）」の文言を

示した。これらの質問は、すべての選択肢の比率を合計すると通常 100％を超える。 

④文字数が多い一部の選択肢については、結果を説明する文章中で、かっこ内の記述を省いて簡略化

して示した場合がある。なお、図表中では、簡略化せずすべての文字を示した。 
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２ 回答者の属性 

（１）性別 

回答者の性別については、「女性」が 53.7％、「男性」が 43.1％、「答えたくない」が 2.9％、「その他」

が 0.3％となっている。 

 

 

（２）年齢 

回答者の年齢については、「55歳～59歳」が 23.3％で最も多く、次いで「50歳～54歳」18.3％、「45

歳～49歳」15.9％の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.7% 43.1%

2.9%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

問１ あなたの性別を教えてください（n=339）

女性 男性 答えたくない その他

12.7% 15.6% 14.2% 15.9% 18.3% 23.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

問2 あなたの年齢を教えてください。（n=339）

30歳～34歳 35歳～39歳 40歳～44歳

45歳～49歳 50歳～54歳 55歳～59歳
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（３）居住地域 

回答者の居住地域については、「富士見台」が 22.4％で最も多く、次いで「東」17.1％、「谷保」

15.0％の順となっている。 

  

 

（４）職業 

回答者の職業については、「正規雇用」が 58.1％で最も多く、次いで「非正規雇用」16.8％、「専業

主夫・主婦」10.6％の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.4% 17.1% 22.4% 11.8% 13.9% 15.0%

3.5%

5.0%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問3 あなたのお住まいの地域を教えてください。

（n=339）

北 東 富士見台 中 西 谷保 泉 青柳 矢川・石田

58.1% 16.8% 8.8% 10.6%

0.6%

2.1%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問4 あなたのご職業は何ですか。（n=339）

正規雇用（期間の定めがなく、労働時間がフルタイムのもの）

非正規雇用（正規雇用以外のパート、アルバイト、契約・派遣社員など）

自営業（手伝い含む）

専業主夫・主婦

学生

無職

その他
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（５）職場 

回答者の職場については、「東京都内市町村（国立市以外）」が 37.0％で最も多く、次いで「東京都

23 区」32.0％、「国立市内（自宅以外）」17.6％の順となっている。 

 

 

（６）住居形態 

回答者の住居形態については、「持ち家（一戸建て）」が 39.8％で最も多く、次いで「民間賃貸住

宅」29.8％、「持ち家（分譲マンション等）」19.2％の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.4% 17.6% 32.0% 37.0%

5.6%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問5 （問4で1～3を選んだ方に伺います。）職場はどこにあり

ますか。（n=284）

自宅 国立市内（自宅以外）

東京都23区 東京都内市町村（国立市以外）

神奈川県・埼玉県 その他

39.8% 19.2% 29.8% 6.8%

2.9%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問6 現在のお住まいは、次の中のどれにあたりますか。

（n=339）

持ち家（一戸建て） 持ち家（分譲マンション等）

民間賃貸住宅 公営・公団・公社賃貸住宅

社宅・寮・官舎 間借り・住み込み
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（７）世帯構成 

回答者の世帯構成については、「2世代世帯」が 54.9％で最も多く、次いで「1 世代世帯」25.4％、

「単身世帯」15.6％の順となっている。 

 

15.6% 25.4% 54.9%

3.5%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問7 あなたの世帯構成はどうなっていますか。（n=339）

単身世帯（一人暮らし）

１世代世帯（夫婦（事実婚・同性パートナー含む）のみ）

２世代世帯（親と子）

３世代世帯（親と子と孫）

その他
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Ⅱ 調査結果 

１ 定住意向 

（１）居住年数 

現役世代の居住年数については、「10年以上 20年未満」が 23.0％で最も多く、次いで「1 年以上 5

年未満」20.1％、「5 年以上 10 年未満」18.6％の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、これを回答者の年齢別に集計すると、下表のとおりとなり、年齢が高くなるにつれて居住年

数も長くなる傾向にある。また、それぞれの年齢層における居住年数の最大割合が年齢マイナス 30年

付近にあることが読み取れるため、ここ 20 年程度の傾向として、おおむね 30歳前後で国立市に移り

住む世帯が最も多いことがわかる。 

   

年齢別居住年数 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳

１年未満 11.6% 13.2% 0.0% 3.7% 3.2% 2.5%

１年以上５年未満 44.2% 30.2% 25.0% 13.0% 6.5% 12.7%

５年以上１０年未満 23.3% 26.4% 31.3% 20.4% 6.5% 11.4%

１０年以上２０年未満 2.3% 13.2% 27.1% 38.9% 32.3% 20.3%

２０年以上３０年未満 14.0% 0.0% 6.3% 9.3% 35.5% 29.1%

３０年以上 4.7% 17.0% 10.4% 14.8% 16.1% 24.1%
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3% 20.1% 18.6% 23.0% 17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問8 あなたは、国立市に何年くらい住んでいますか。

（n=339）

１年未満 １年以上５年未満 ５年以上１０年未満

１０年以上２０年未満 ２０年以上３０年未満
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（２）居住のきっかけ 

国立市に住んだきっかけについては、「パートナーとの同居」が 24.2％で最も多く、次いで「就職・

転職」20.9％、「生まれ育った場所」18.9％の順となっている。また、「その他」が 21.2％と多くなっ

ているが、その多くは国立市の治安・環境の良さを挙げるものや、住宅を購入したためといった回答

となっている。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）定住意向 

これからも国立市に住み続けたいかについては、住み続けたい現役世代の割合（「現時点では住み続

けるつもり」「ずっと住み続けたい」の合計）は 85.2％であり、市外へ移りたい人（「将来的に市外へ

移りたい」「すぐにでも市外へ移りたい」の合計）の割合 14.8％を大きく上回っている。 

なお、令和 5年度に実施した第 15 回市民意識調査における国立市に住み続けたい市民の割合は

83.1％であり、ほぼ同水準の値となっている。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.9%

2.9%

20.9% 24.2% 6.8%

5.0%

21.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問9 現在、国立市に住んでいるきっかけは何ですか。最も近

いものを選んでください。（n=339）

生まれ育った場所だから ご自身の進学を機に移り住んだ

就職・転勤を機に移り住んだ パートナーとの同居を機に移り住んだ

出産を機に移り住んだ 子どもの進学を機に移り住んだ

その他

27.4% 57.8% 13.3%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問10 あなたは、これからも国立市に住み続けたいと思いま

すか。（n=339）

ずっと住み続けたい

現時点では住み続けるつもり

将来的に市外へ移りたい（または移る予定）

すぐにでも市外へ移りたい（または移る予定）
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（４）定住理由 

これからも国立市に住み続けたい理由については、「市内に住宅を購入したため」が 29.5％と最も多

く、次いで「国立市に魅力的なもの、誇れるものがあるから」28.1％、「生まれ育った場所だから」

13.5％の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）転出理由 

国立市から他の自治体に移りたい理由については、「他市と比べて国立市に魅力を感じない」が

32.0％と最も多く、次いで「市外の親族との同居・近居の必要がある」16.0％、「市外に住宅を購入し

た」16.0％の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.5% 28.1% 11.1% 11.5% 29.5% 6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問11 （問10住み続けると答えた方にお聞きします）なぜ国立

市に住み続けたい（今は移る気はない）とお考えです

か。（n=288）

生まれ育った場所だから

国立市に魅力的なもの、誇れるものがあるから

ご自身の通学・通勤の都合

家族の通学・通勤等、ご自身以外の都合

市内に住宅を購入したため

その他

4.0%

16.0% 32.0% 16.0% 10.0% 22.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問12 （問10で市外へ移りたいと答えた方にお聞きします）な

ぜ市外へ移りたいとお考えですか。（n=50）

市外の企業等に就職・転勤・転職したい（その予定がある）

市外の親族との同居・近居の必要がある（考えている）

他市と比べて国立市に魅力を感じない

市外に住宅を購入した（考えている）

家族の転勤等、ご自身以外の都合

その他
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（６）Uターン意向 

市外へ移りたい人が、将来的に国立市に戻ってくるつもりがあるかについては、「戻るつもりがな

い」が 68.0％と最も多く、次いで「老後に戻る」10.0％、「結婚・子育てのタイミングで戻る」6.0％

の順となっている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.0%

6.0%

10.0% 68.0% 12.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問13 （問10で市外へ移りたいと答えた方にお聞きします）将来的に国

立市に戻りたい気持ち、戻ってくる予定がありますか。また、戻

るとすればそのタイミングはいつですか。（n=50）

就職・転職・起業 結婚・子育て 老後 戻るつもりはない その他
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２ 満足度・関心 

（１）生活満足度 

生活全体の満足度について、「0」を最低、「10」を最高として調査したところ、「8」が 34.5％と最も

多く、平均値は「7.1」、中央値は「7」となっている。このことから、現役世代の生活満足度は比較的

高いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1; 0.6% 2; 0.9%
3; 2.4%

4; 2.7%

5; 10.6%

6; 10.9%

7; 22.4%

8; 34.5%

9; 9.1%

10; 5.9%

問14 あなたは全体として現在の生活にどの程度満足していますか。

「全く満足していない」を0点、「すべてに満足している」を10

点とすると、何点くらいになると思いますか。（n=339）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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（２）関心のあること 

生活の中で関心のあることについては、複数選択式（最大 3 個）で調査したところ、「健康（165

人；48.7％）」が最も多く、次いで「仕事・経済活動（155 人；45.7％）」、「趣味・余暇活動（141 人；

41.6％）」の順となっている。 

 

  

5

11

19

19

26

29

30

56

111

111

141

155

165

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

その他

引っ越し

結婚・パートナー探し

起業・転職

地域活動・ボランティア

国内外の政治

学業・学び直し

家族・親族の看護・介護

貯蓄・財産運用

子育て

趣味・余暇活動

仕事・経済活動

健康

問15 あなたの生活の中で、現在関心が高いことはな

んですか。（３つまで選択可）（n=339）

（人）
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３ 市政に関する項目 

（１）市政参加実績 

市政への参加については、複数選択式で調査したところ、用意した選択肢の「いずれにも関わった

ことはない」が 285 人（84.1％）と最も多く、参加したことのあるものの中で最も多いのは「市民説

明会・タウンミーティング・ワークショップ等」の 31 人（9.1％）となっており、現役世代の市政参

加実績はかなり少数であることが明らかとなった。 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6

7

7

25

31

285

0 50 100 150 200 250 300

審議会等の公募市民委員（応募含む）

市議会の傍聴

パブリックコメント募集への意見提出

地域のイベント等の企画運営

市民説明会・タウンミーティング・ワーク

ショップ等

いずれも関わったことはない

問16 あなたは、次のものに参加したり関わったりし

たことがありますか。（複数選択可）（n=339）
（人）
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（２）市政参加への態度 

市政参加に関する態度については、興味関心はあるものの、参加できていない割合が合計 65.7％と

なっており、その内訳は「時間的余裕がない」が 38.3％、「具体的にどうしてよいかわからない」が

27.4％となっている。また、そもそも「興味・関心はない」と回答した人も 29.5％に上り、現役世代

の市政との関わりの薄さが浮き彫りとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）市税の負担感 

行政サービスに対する市税の負担については、約 4 割が「サービスに対して負担が大きい」と回答

しており、主な納税者である現役世代の負担感が大きいことを示している。 

0.9%

24.2% 41.3% 33.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問18 あなたは、国立市から提供されている行政サービスに対し

て、市税（市民税、軽自動車税、固定資産税、都市計画税

など）の負担についてどう感じていますか。（n=339）

サービスに対して負担が小さい 適正な負担の範囲である

サービスに対して負担が大きい どちらでもない・わからない

4.7%

27.4% 38.3% 29.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

問17 あなた自身の市政参加について、どのように考えて

いますか。（n=339）

積極的に関わりたい（またはすでに関わっている）

興味・関心はあるものの、具体的にどうしてよいかわからない

興味・関心はあるものの、時間的余裕がない

興味・関心はない
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（４）市政への期待 

市に力を入れてほしい行政分野については、複数選択式（最大 3 個）で調査したところ、「医療・社

会保障（91人；26.8％）」と「子育て支援（91 人；26.8％）」が最も多く、次いで「道路、下水道、公

園等のインフラ整備・維持管理（78人；23.0％）」、「学校教育（66人；19.5％）」の順となっている。 

 

  

7
11
13
13

17
21
23
25
27
27

31
35
36
38

48
51

55
58

64
66

78
91
91

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

NPO・地域団体支援

スポーツ振興

人権・平和・多様性の尊重

生涯学習支援

農業振興・農地保全

健康づくり

文化芸術振興

廃棄物処理・リサイクル

環境保全・地球温暖化対策

しょうがいしゃ福祉

公共施設の改修・建替え

都市景観

高齢者福祉

市街地整備・団地再生

商業振興・観光施策

公共交通施策（鉄道・バス・タクシー等）

行政手続きのデジタル化

防犯・交通安全対策

防災・減災対策

学校教育

道路、下水道、公園等のインフラ整備・維持管理

子育て支援

医療・社会保障

問19 行政（国立市）に力を入れてほしい分野はどれです

か。（3つまで選択可）（n=339）
（人）
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４ 市に対する要望等 

 本調査では、市に対する意見、要望、提案等について自由記述式で調査を行った。有効回答数は

136 件（40.1％）であり、様々な意見や要望が寄せられた。内容をキーワードと態度（ポジティブ／

ネガティブ）により分類したところ、主なものは下表のとおりであった。 

 

ポジティブ（＝現状に満足している、好意的な受け止め） 

キーワード／分野 回答数 

自然 5 

市政全般 4 

まちの魅力 3 

文教地区 2 

景観 2 

 

ネガティブ（＝現状に不満、要望事項あり） 

キーワード／分野 回答数 

交通安全 10 

自転車利用 9 

公共交通 8 

子育て支援 7 

ごみ対策 7 

図書館 7 

まちの魅力 6 

商工振興 6 

税負担 5 

道路 5 

学校教育 5 

フルインクルーシブ教育 5 

給食費 5 

公園 5 

 

 全体として、ポジティブな意見（＝満足、感謝）よりもネガティブな意見（＝不満、要望）が多

い傾向にあった。また、具体的な要望も多く、交通関係やごみ、図書館など普段の生活に密着した

要望内容が多く見られた。なお、数は少ないが今回の現役世代向けアンケートそのものに対する好

意的な意見も寄せられた。 


